
いずみさの昔と今

泉佐野市の昭和頃の懐かしい写真を紹介します。

⑱駅シリーズ JR 長滝駅

 泉佐野   　　  タイムスリップレトロ

泉佐野市の懐かしい写真は「泉佐野市デジタルアーカイブ（https://adeac.jp/izumisano-city/top/）」でも公開中!！

◀
昭
和
63
年
の
長
滝
駅
。
長
滝
駅
は
昭

和
５
年
に
阪
和
電
気
鉄
道
の
駅
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
駅
舎
は
開
業
時
の

も
の
で
す
。

▲現在の長滝駅の様子

▼昭和50年ごろの長滝駅の
貨物駅舎の写真。かつて長滝
駅には貨物専用の駅舎があり
ましたが、現存しません。
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▲玄順商店の引札

　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
で
は
、

企
画
展
「
正
月
引
札
‐
広
告
印
刷
物

に
見
る
佐
野
の
商
店
‐
」
を
開
催
中

で
す
。
今
回
は
「
正
月
引
札
」
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

　

正
月
引
札
（
正
月
用
引
札
と
も

言
う
）
は
明
治
20
年
代
後
半
に
入
っ

て
、
大
量
に
印
刷
さ
れ
ま
し
た
。
正

月
引
札
の
特
徴
は
、
鮮
や
か
な
色
彩

と
、
斬
新
な
絵
柄
で
す
。
絵
柄
に
は

商
売
繁
盛
を
願
い
、
恵
比
寿
・
大
黒
・

布
袋
・
福
助
な
ど
の
福
神
や
、
干
支
・

鶴
亀
・
松
竹
梅
・「
一
富
士
二
鷹
三

茄
子
」
な
ど
の
お
め
で
た
い
テ
ー
マ

が
選
ば
れ
た
一
方
で
、
洋
傘
、
山
高

帽
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
女
性
、

汽
車
や
洋
船
と
い
っ
た
時
代
を
反

映
す
る
絵
柄
も
描
か
れ
ま
し
た
。

　

正
月
引
札
の
絵
柄
の
な
か
に
は
、

浮
世
絵
師
が
元
絵
を
描
い
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
引
札
に
絵
師
の
落
款

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
わ
っ
た
絵
師

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
川
崎
巨

泉
や
金
森
観
陽
と
い
っ
た
、
の
ち
に

日
本
画
家
の
大
家
と
な
る
人
物
が
、

若
手
時
代
に
引
札
の
元
絵
に
携
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

有
名
な
絵
師
の
作
品
を
そ
の
ま
ま

用
い
た
も
の
、
絵
柄
の
雰
囲
気
を
似

せ
て
刷
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
展

示
資
料
に
は
「
応
挙
」
と
落
款
が
あ

る
引
札
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
円

山
応
挙
ふ
う
に
描
か
れ
た
も
の
で
、

実
際
に
応
挙
が
手
が
け
た
も
の
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

　

正
月
引
札
は
、
絵
柄
の
部
分
と

「
所
判
」
と
呼
ば
れ
る
商
売
情
報
の

部
分
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
絵
柄
の
部
分
は
大
手
引
札
印

刷
業
者
が
刷
り
、
所
判
の
部
分
は
地

元
の
印
刷
業
者
が
刷
り
ま
し
た
。
大

手
引
札
印
刷
業
者
は
、
絵
柄
だ
け
を

刷
っ
た
引
札
を
ま
と
め
た
見
本
帳
を

作
り
、
全
国
各
地
の
地
元
印
刷
業
者

に
販
売
し
ま
す
。
地
元
印
刷
業
者
は

そ
の
見
本
帳
を
持
っ
て
各
商
店
を
回

り
、
希
望
す
る
絵
柄
と
枚
数
を
取
り

ま
と
め
、大
手
業
者
へ
発
注
し
ま
す
。

そ
し
て
絵
柄
が
刷
ら
れ
た
引
札
に
、

地
元
業
者
が
所
判
を
刷
り
入
れ
て
、

商
店
に
納
品
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
分
業
体
制
を
取
っ
た
こ
と
で
、
大

手
業
者
は
ま
と
ま
っ
た
注
文
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
地
元
業
者
は
所
判

の
印
刷
だ
け
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
、
両
者
に
と
っ
て
都
合

が
よ
い
方
法
で
し
た
。

　

今
回
展
示
す
る
引
札
は
主
に
、
泉

佐
野
駅
西
側
に
あ
っ
た
旧
車
町
商
店

街
や
旧
大
将
軍
町
商
店
街
で
か
つ

て
営
業
し
て
い
た
商
店
の
も
の
で
、

隅
に
「
玄
順
商
店
」「
魚
谷
商
店
」

な
ど
地
元
印
刷
業
者
の
判
子
が
押

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
判
子
は
、
前
述
の
よ
う
な
正
月
引

札
の
流
通
シ
ス
テ
ム
の
証
拠
と
な

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
玄
順
商
店
が

配
っ
た
引
札
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

玄
順
商
店
は
紙
や
帳
簿
類
の
ほ
か
、

活
版
印
刷
も
行
っ
て
い
た
の
で
、
自

分
の
所
で
商
売
情
報
を
印
刷
し
た

の
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
玄
順
商
店
の
正
月
引

札
は
、
大
奉
書
紙
サ
イ
ズ
の
大
き
な

も
の
で
、
絵
柄
の
ね
ず
み
と
小
判
や

銭
に
は
空
押
し
の
加
工
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
ら
っ
た
側
は
、
さ
ぞ

見
ご
た
え
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
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